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2021年度収支予算案・事業計画案

添付資料4
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1. 2021年度予算案
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2. 2021年度事業計画案

2021年度事業の計画にあたって

「蓄積から活用へ」
今年度は、令和2年度までに準備を行い、強化してきたコンソーシアムの基盤を踏まえ、
蓄積してきたデザインデータや、びんがたコンソのビジネススキームを活用し、より多く
の会員企業・工房とのコラボレーションを展開すると共に、売上増加を図り、自走化を実
現させるものとする。

1.会員企業とのびんがたプロジェクトの実施

前年度（実績）　16プロジェクト　　　売上　10,354千円
今年度（目標）　20プロジェクト以上　売上　11,400千円（10％増）

モデル事例： ①物販：沖縄県産マンゴー ひめぎみ
                       ②物販： momoco bear 琉球紅型 ぼたん
　　　　　　 ③コト消費：FAMツアー



パッケージ提供
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2. 2021年度事業計画案

モデル事例：①沖縄県産マンゴー ひめぎみ

沖縄セルラーアグ
リ&マルシェ

パッケージ開発

図柄制作
ロゴ制作
パッケージ
デザイン

工房

ディレクション

図柄・デザイン・
ディレクション費用

商品販売後
商品売上数量に応じたロイヤリティー

琉球びんがた普及伝承
コンソーシアム

デザイナー

◆スキーム
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2. 2021年度事業計画案

モデル事例：②momoco bear 琉球紅型 ぼたん

◆スキーム

デザイン提供

   有田焼産地

商品開発ディレクション

図柄制作プロデュース

工房

ディレクション

図柄・デザイン・
ディレクション費用

商品販売後
商品売上数量に応じたロイヤリティー

琉球びんがた普及伝承
コンソーシアム

会員企業

momoco bear 
琉球紅型 ぼたん
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2. 2021年度事業計画案

モデル事例：③コト消費 FAMツアー

工房見学 紅型染め付け体験

◆ツアー行程一例

琉球舞踊鑑賞 琉球料理
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2. 2021年度事業計画案

2.自社商品の販路開拓

前年度（実績）　270万
今年度（目標）　400万（前年比148%増）

自社商品の委託販売先の増加及び、オンラインショップの販売力強化を目指す。
琉球びんがた道具箱のオンライン体験会を各月で実施し、購入者の増加を目指す。
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2. 2021年度事業計画案

3.産地ツアーの販路開拓

三菱地所株式会社は、東京駅前の再開発「TOKYO TORCH（東京駅前常盤橋プロジェク
ト）」を発足。常盤橋の好立地、江戸城の玄関口といった歴史を汲んで、「常盤橋から世界
へ、常盤橋から日本各地域へ」繋ぐことを目指した再開発プロジェクト。産地ツアー発信イ
ベントを2021年秋頃に予定している。
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2. 2021年度事業計画案

3.産地ツアーの販路開拓

TOKYO TORCH PARK内のイベントゾーンBにて、全国の工芸産地ツアーを発信するイベ
ントを10月15日、16日で開催予定。全国12産地と連携し、工芸産地ツアーを地域の食・お
酒・地域逸品販売を予定。会場ではツアー予約も対応予定。
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2. 2021年度事業計画案

3.産地ツアーの販路開拓

イベント予定地
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2. 2021年度事業計画案

4.復帰50周年イベントに向けた準備の実施

沖縄の復帰50周年の節目の年（2022年）に『琉球びんがた』の普及伝承につながるイ
ベントを開催すべく、その企画立案を行う。

企画案：復帰50周年びんがたコンテスト、アートイベント、
　　　　首里高校・県芸と連携し共同イベント等

以下活動スケジュール案

5月　：実行委員会立ち上げ（会員企業からもメンバー募集）
6月　：企画案出し・決定
7月　：会議・役割分担
8月　：会議・進捗確認
9月　：会議・進捗確認
10月  ：会議・進捗確認
11月  ：会議・進捗確認
12月  ：開催準備
1月　：開催準備
2月　：開催準備
3月　：開催〜


